
『〈ポスト 3.11〉メディア言説再考』を刊行 

―東日本大震災から 8年、日本文化の変遷とメディア言説の矛盾を考える― 

 

概要 

京都大学大学院文学研究科のミツヨ・ワダ・マルシアーノ教授が、編著『〈 ポスト 3.11〉メディア言説

再考』を刊行しました。本書は、2016～2017 年度にかけて同教授が主宰した、国際日本文化研究センタ

ーでの共同研究「3・11以後のディスクール／〈日本文化』」を基盤としています。 

 東日本大震災後について『「公の声」をマスメディアは伝えてきましたが、その一方で見えない恐怖や言

葉にできない感情は、写真や映画、論説、絵画、小説、ツイッターなどさまざまな形で表現されてきまし

た。あの日、むき出しになった不条理や矛盾は、日本の文化にどのような変化を与えたのでしょうか。 

本書では、哲学、文学、社会学、映画『・映像学、メディア研究、クイアー理論研究といった多彩な分野

の執筆者が、東日本大震災後の日本文化の変遷について分析しています。東日本大震災を伝えるマスメデ

ィアの言説がもたらした功罪を、改めて考える機会を得ることのできる論文集に仕上がりました。 

本書は、東日本大震災後の文化の変遷に関する研究書として稀有なものです。震災以後の「政治」あるい

は『「常識」から一歩距離を置き、メディアによって浮遊し

た言説に関して厳格な姿勢で取り組んだ各章は、いわば研

究者自身の「未来に託す言葉」であると言えるでしょう。 

本書は、2019 年 2 月 26 日に法政大学出版局から刊行さ

れました。 

本書の表紙 



 

 

１．背景 

東日本大震災からまもなく 8年が経ちますが、その間マスメディアを通して事故の現状を解説したり、国家

の方針を声明したり、生命への危険が無いことを医学的見地から保証した『「公の声」は、常に権威のある男性

たちの口から発せられてきたのではないでしょうか。その一方で、見えない恐怖や言葉にできない感情は、写

真や映画、論説、絵画、小説，ツイッターなどさまざまな形で表現されてきました。 

本書は、安全な未来を残すために私たちが本当に耳を傾けなければならない声は誰の声なのかを探すだけで

なく、そうしたマスメディアを通して流布した『「公」の言説を吟味し、東日本大震災後の日本文化の変遷を分

析することに目標を置きました。 

文化そのものが非常に多義的で多層的であるため、文化事象を分析することは困難です。その複雑な現代日

本文化を、学際的なアプローチ、つまり色々な専門家が集まり、それぞれの分野からの視点で考える、こうい

った方法論によって読み解く、それがこの論文集の学術的背景です。 

 

２．研究手法・成果 

 学際的な研究を意識した結果、本書は哲学、文学、社会学、映画『・映像学、メディア研究、クイアー理論研

究といった多彩な分野から執筆者を得ることができました。（目次参照） 

 本書では、一つの学術領域に留まることの無い様々な視点から、理解しやすい言葉で、解りやすい事例を使

いながら、東日本大震災後の日本文化の変遷についての分析が展開されています。本書によって、東日本大震

災を伝えるメディアの言説がもたらした功罪を、改めて考える機会を得ることができます。 

 

３．波及効果、今後の予定 

2011 年以来、東日本大震災に関する書籍は驚くほどたくさん出版されました。しかし本書のように、震災

後の文化の変遷に関して、学者によって時間をかけながら分析された研究書は希有です。本書は、そういった

震災以後の『「政治」あるいは『「常識」から一歩距離を置き、メディアによって浮遊した言説に関して厳格な姿

勢で取り組んでいます。いわば研究者自身の「未来に託す言葉」であると言えるでしょう。 

今後、ワダ・マルシアーノ教授は、ドキュメンタリー映画作家やアーティストたちが作り出した映像作品に

ついて考える単著を発表する予定です。彼らがフクシマ以後、どのように津波震災『・原発事故『・放射能被曝と

いう一連の不条理に立ち向かってきたのか、具体的な映像に注目しながら視覚メディア言説の中に響く意味を

考える試みです。われわれ自身がこの世界でこれからどのように生きていくべきか、社会に対して何ができる

のか、「明るい未来」をどう描けばよいのか、彼らの映像を注視しながら、これらの質問に対する答えを共に

考えることがこの単著の目的です。 

 

４．研究プロジェクトについて 

 本書の出版にあたり、国際日本文化研究センター（日文研）より出版助成金の支援を受けています。 

  



 

 

＜研究者のコメント＞ 

 『〈 ポスト 3.11〉メディア言説再考』は、現在高校や大学で勉強をしている学生た

ち、これから社会に入り仕事を始めようとする若い方たちに特に読んでいた頂きたい

と思います。「大人」や「社会」は決して怖いモノではないけれど、彼らがわれわれ

に提示する『「情報」や『「言説」は、必ずしも正しいものではないことを、この本を読

むことで改めて知ってもらいたいと思います。メディア言説を批判的な視点から読み

解く力、いわゆるメディアリテラシーを身につけるための一つの方法として、この本

を読むのも一つの読み方だと思います。 
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